
　
宮
崎
中
央
会
は
、
中
央
労
福
協
に

加
盟
す
る
全
国
46
都
道
府
県
の
労
福

協
と
と
も
に
、
連
合
宮
崎
や
労
金
・

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
と
連
携

し
、「
2
0
2
5
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
取
り
組
み
ま
す
。

　
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
各
労

福
協
で
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
、
こ
の
間

取
り
組
ん
で
き
た
労
働
者
福
祉
運
動

を
前
進
さ
せ
る
た
め
、「
地
域
に
一

歩
踏
み
出
す
」取
り
組
み
を
全
国
で

展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

1
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称

「
2
0
2
5 

全
国
福
祉
強
化

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

2
．
全
国
共
通
テ
ー
マ

「
地
域
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
！
」

3
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

2
0
2
5
年
10
月
〜

　
　
　
　
　
　

2
0
2
5
年
11
月

4
．
取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー

⑴ 

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

❶
協
同
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
団

体
な
ど
、多
様
な
団
体
と
の
連
携

強
化

❷
食
の
支
援
活
動
の
新
た
な
展
開

❸
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

❹
自
治
体
要
請
行
動

⑵ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー

「
地
域
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
！
」を
合

言
葉
に
し
た
取
り
組
み
1
課
題
以

上
の
設
定

5
．
宮
崎
県
内
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み

❶
県
内
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
　

（
宮
崎
県
・
9
市
）

❷
講
演
会
の
開
催
：
　
　
　
　
　

　
2
0
2
5
年
12
月
17
日（
水
）

　
中
央
会
に
お
け
る
メ
イ
ン
メ

ニ
ュ
ー
の
取
り
組
み
は
、
宮
崎
県
お

よ
び
9
市
へ
の
自
治
体
要
請
の
中

で
、
食
に
関
す
る
制
度
政
策
要
請
を

環
境
政
策
と
連
携
し
た
施
策
の
推

進
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
へ
の
支
援
・

財
源
確
保
の
要
請
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
関
す
る
普
及
啓
発
の
実
施
、「
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
書
」の
策
定

を
要
請
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
は
、

労
福
協
加
盟
団
体
間
の
連
携
強
化
の

た
め
、
7
，0
0
0
区
画
を
有
す
る

公
益
財
団
法
人
宮
崎
霊
園
事
業
団
の

今
後
の
事
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め

に
公
益
財
団
法
人
に
お
い
て
も
納
骨

堂
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
条
例
改
正

を
要
請
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
社
会
的
な
広
報
啓
発
の

一
環
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る
年

末
講
演
会
の
実
施
、
ま
た
、
高
等
教

育
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
て「
高
等

教
育
費
負
担
軽
減
W
e
b 

セ
ミ

ナ
ー
」の
周
知
を
は
か
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

2025 全国福祉強化キャンペーン福祉強化キャンペーン

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会

11No.5912025
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高
等
教
育
費
負
担
軽
減
w
e
b 

セ
ミ
ナ
ー

高
す
ぎ
る
教
育
費
いつ
ま
で
自
己
負
担
？ 

― 

学
び
は
社
会
が
支
え
る
時
代
へ
。

　
〜
家
族
の「
困
っ
た
」を
、社
会
が「
支
え
る
」へ
〜

テ
ー
マ

「すべての人が学べる社会へ 高等教育費負担軽減プロジェクト」Webサイトに開設するフォームから登録
▶ https://www.rpjt.jp/p2024/keigen-seminar/index.html

お申し込み

全６回
２０２５年１０月～２０２６年３月  平日１９時～１９時４０分

回数・時間

イントロダクション（５分） ／ 講演（35分）

オンライン開催 （Zoomのウェビナー）

無料

内容

開催方式

受講料

Program
プログラム

2 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



2025
年 度

　

2
0
2
5
年
10
月
16
日（
木
）
〜
17
日

（
金
）
に
か
け
て
、
九
州
・
沖
縄
の
各
労

福
協
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働

金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州

統
括
本
部
よ
り
83
名
が
参
加
し
、
長
崎

県
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に
お
い
て
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
研
究
集
会
の

目
的
は
、
労
働
者

福
祉
運
動
の
推
進

に
あ
た
り
、
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
結
集
す
る
各
県
労

福
協
お
よ
び
事
業
団
体
が
と
も
に
研
究
・

学
習
し
、
多
く
の
働
く
人
々
が
直
面
し

て
い
る
暮
ら
し
や
社
会
的
問
題
へ
の
認

識
の
共
有
化
を
図
り
、
と
も
に
連
帯
し
、

課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
高
藤
会
長
、

長
崎
県
産
業
労
働
部
・
井
内
次
長
、
連

合
九
ブ
ロ
・
吉
村
代
表
幹
事
代
理
の
挨

拶
の
後
、
中
央
労
福
協
・
南
部
事
務
局

長
よ
り
2
0
2
5
全
国
副
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
の

中
で
、「
中
央
労
福
協
の
組
織
概
要
」、「
労

働
組
合
と
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
が『
福

祉
は
ひ
と
つ
』
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
」、

「
労
福
協
の
取
り
組
み
・
高
等
教
育
負
担

軽
減
の
更
な
る
取
り
組
み
」、「
全
国
福

祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
域
に
一
歩
踏
み

出
す
取
り
組
み
」、「
労
福
協
の
こ
れ
か

ら
」
に
つ
い
て
の
提
案
で
し
た
。
そ
の

後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

消
費
者
被
害
防
止

な
が
さ
き（
Ｃ
Ｐ

ネ
ッ
ト
長
崎
）・

福
崎
弁
護
士
よ
り

「
労
働
の
場
に
お

け
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
」
と
題
し
、
特
に
、「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ス
ハ
ラ
の
一
場
面
で

あ
り
、
患
者
・
家
族
か
ら
医
療
者
に
対

す
る
業
務
に
関
し
て
行
わ
れ
る〝
暴
行
、

脅
迫
そ
の
他
の
違
法
な
行
為
〞
ま
た
は

〝
正
当
な
理
由
が
な
い
過
度
な
要
求
、
暴

言
そ
の
他
不
当
行
為
〞
の
こ
と
）」
に
つ
い

て
、
実
際
に
長
崎
の
病
院
で
起
こ
っ
た

事
案
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
重
要
性
を
説
く

講
演
で
し
た
。
ま
た
、Ｃ
Ｐ
ネ
ッ
ト
な
が

さ
き
・
横
山
弁
護
士
か
ら
は「
消
費
者
問

題
の
事
例
報
告
」
が
あ
り
、
最
近
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
に
表
示
さ
れ
る
広
告
の
中
に
、

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会「
研
究
集
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

詐
欺
的
定
期
購
入
に
つ
い
て
の
事
例
等

の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
二
つ

の
講
演
が
あ
り
、

一
つ
は
、
農
水
省

九
州
農
政
局
長
崎

拠
点
・
岸
田
副
地
方
参
事
官
よ
り
、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略（
み
ど
り
戦

略
）」
に
つ
い
て
、
策
定
の
背
景
に
、
気

候
変
動
・
大
規
模
自
然
災
害
の
増
加
、

生
産
基
盤
の
脆
弱
化（
生
産
者
の
高
齢

化
、
労
働
力
不
足
等
）、
日
本
の
農
林
水

産
分
野
の
温
室
効
果
ガ
ス（
G
H
G
）
の

排
出
、
食
料
生
産
を
支
え
る
肥
料
原
料

の
状
況（
輸
入
に
依
存
）
等
か
ら
自
然
資

本
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に

策
定
し
た
経
緯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
概

要
は
、
2
0
5
0
年
の
目
指
す
姿
の
目

標
の
実
現
に
向
け
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
技
術
革
新
と
し
て
、
今

使
え
る
技
術
を
広
め
、
革
新
的
技
術
・

生
産
体
制
の
開
発
・
普
及
を
進
め
て
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
関
連
予
算
の
確
保
、

生
産
者
の
認
定（
み
ど
り
認
定
）、
有
機

農
業
の
拡
大
、
情
報
発
信
、
関
係
者
の

理
解
推
進
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み「
見
え
る
化
」
の
推
進
、
等
と
な
っ
て

お
り
、
特
に「
見
え
る
化
」
の
広
が
り
と

し
て
全
国
各
地
の
小
売
店
等
で「
み
え
る

ら
べ
る
」
を
表
示
し
た
農
産
物
等
の
販
売

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
全
国
的
に
は
展
開
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
今
後
私
た
ち
消
費
者
も

ラ
ベ
ル
の
添
付
し
て
あ
る
商
品
の
購
入

を
心
が
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
の
講
演
は
、（
一
社
）
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
会
な

が
さ
き
・
山
本

事
務
局
長
よ
り

「
貧
困
の
現
状
と

支
援
〜
つ
な
が
り
、
寄
り
添
い
、
支
え

合
う
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」
と
題
し
て
の

講
演
が
あ
り
、
行
政
・
事
業
所
と
連
携

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
困

難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
仕
組
み

が
な
い
こ
と
、
特
に
行
政
は
時
間
的
制

約（
夕
方
5
時
頃
ま
で
の
勤
務
）
が
あ
る

た
め
、
5
時
以
降
は
、
5
台
の
携
帯
電

話
を
常
に
携
帯
し
、
困
り
ご
と
に
対
処

し
て
い
る
な
ど
、
大
変
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
状
は
、
各
県
も
同
様
で
あ

り
、
労
福
協
と
し
て
支
え
る
活
動
の
模

索
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く

感
じ
た
内
容
で
し
た
。

　

最
後
に
、南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
石
本

幹
事（
熊
本
県
労
福

協
専
務
理
事
）の
ま

と
め
で
研
究
集
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

南部ブロック
椎山事務局長

九州農政局
岸田副地方参事官

南部労福協
石本幹事

ひとり親家庭
福祉会ながさき
山本事務局長

中央労福協
南部事務局長

長崎県産業労働部
井内次長

ＣＰながさきネット
横山弁護士

ＣＰながさきネット
福﨑弁護士

連合九ブロ
吉村代表幹事代理

南部ブロック
高藤会長
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2
0
2
5
年
10
月
26
日
、
宮
崎
観
光
ホ

テ
ル
に
お
い
て
県
内
の
加
盟
構
成
組
織
や

地
域
協
議
会
・
地
区
会
議
の
組
合
員
約

2
0
0
名
が
結
集
し
、
第
35
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
吉
岡
会
長
が
、
政

治
闘
争
、
春
季
生
活
闘
争
、
平
和
、
組
織

拡
大
に
つ
い
て
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
連
合
本
部　

内
藤
靖
博
副
事
務
局
長
、
宮
崎
県
副
知
事

　

佐
藤
弘
之
様
、
立
憲
民
主
党
宮
崎
県
総

支
部
連
合
会　

渡
辺
創
代
表
、
国
民
民
主

党
宮
崎
県
総
支
部
連
合
会　

長
友
慎
治
代

表
、
第
27
回
参
議
院
選
挙
で
見
事
当
選
し

た
山
内
佳
菜
子
議
員
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
活
発
な
討
議
の
中
で
、
新
年

度
活
動
方
針
、
予
算
等
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
1
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
連

合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
・
地

区
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認

し
、
運
動
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、

一
体
感
の
あ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
吉
岡
会
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
第
35
回
定
期
大
会
を
盛
大

に
終
了
し
ま
し
た
。

た
山
内
佳
菜
子
議
員
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
活
発
な
討
議
の
中
で
、
新
年

度
活
動
方
針
、
予
算
等
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
1
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
連

合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
・
地

区
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認

し
、
運
動
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、

一
体
感
の
あ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
吉
岡
会
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
第
35
回
定
期
大
会
を
盛
大

に
終
了
し
ま
し
た
。

第35回

連
合
宮
崎

定
期
大
会

安
心
社
会
へ 

果
敢
に
ア
ク
シ
ョ
ン
！

　
　
　

〜 

広
げ
よ
う「
理
解
・
共
感
・
参
加
」の
輪 

〜

主催者代表挨拶　吉岡会長

連合本部
内藤靖博副事務局長

宮崎県副知事
佐藤弘之 様

山内佳菜子参議院議員

質疑応答 団結ガンバロウ

立憲民主党
宮崎県総支部連合会
渡辺創代表

国民民主党
宮崎県総支部連合会
長友慎治代表

議
案
提
案
　
白
﨑
事
務
局
長

議
長
団

（
三
木
代
議
員
、中
武
代
議
員
）
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九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
つながる あした、ひろがる みらい

い
て
提
起
さ
れ
、全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に「
九
州
ろ
う
き
ん
の
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修
会
を
行
い
、

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
へ
の
支
援
、
児
童
図

書
寄
贈
の
取
り
組
み
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
、
こ
ど

も
未
来
応
援
定
期
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
度
も
上
期
か
ら
各
地
区
で

推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
全
体
で
活
動
内
容
を
共
有
し
ま
し

た
。
下
期
に
向
け
て
も
、
多
く
の
地
域
で

推
進
委
員
会
と
各
店
舗
が
連
携
し
た
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
会
員
組
織
・
組
合
員
の「
生
活
向
上
」

と「
労
働
者
の
自
助
・
共
助
・
連
帯
」
か
ら

な
る
自
主
福
祉

運
動
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に「
推

進
委
員
会
・
会

員
組
織
・
ろ
う

き
ん
」
が
一
体

と
な
り
盛
り
上

げ
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確

認
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

九
州
ろ
う
き
ん
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
10
月
10
日（
金
）、
九
州
労

働
金
庫
宮
崎
県
本
部
３
階
会
議
室
に
お
い

て
2
0
2
5
年
度
第
２
回
宮
崎
県
本
部
推

進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
同
組
織
と
し
て
の《
ろ
う
き
ん
》
の
特

徴
は
、
会
員（
労
働
組
合
・
互
助
会
等
）
が

主
体
的
に〈
ろ
う
き
ん
〉
の
事
業
運
営
に
参

画
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
委
員
会
は
、

そ
の
た
め
の
組
織
で
あ
り
、
会
員
相
互
の

協
働
と
連
携
を
強
め
、
日
常
的
に
職
場
と

地
域
の
中
で〈
ろ
う
き
ん
〉運
動
を
推
進
し
、

労
働
者
福
祉
運
動
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
県
本
部
推
進
委
員
会
を
代

表
し
て
野
﨑
推
進
委
員
長
よ
り
開
会
に
あ

た
り
挨
拶
を
行
い
、
併
せ
て
2
0
2
5
年

９
月
５
日（
金
）
開
催
の
第
２
回
九
州
推
進

会
議
報
告
、
及
び
11
月
21
日（
金
）
開
催
予

定
の
第
20
回
九
州
推
進
機
構
代
表
者
研
修

会
に
つ
い
て
の
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
本
部
を
代
表
し
甲
斐
県
本
部

長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会
の

上
期
の
総
括
と
下
期
の
取
り
組
み
に
向
け

て
、①「
2
0
2
5
年
度
宮
崎
県
本
部
推

進
委
員
会
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、②

「
2
0
2
5
年
度
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会

活
動
強
化
費
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

●ローンセンター宮崎  （0985）26-9207　 ●延岡支店【融資部門】  （0982）35-6657　 ●日南支店  （0987）23-3191
●宮崎県庁支店　　（0985）29-4141　 ●都城支店【融資部門】  （0986）23-2257　 ●小林支店  （0984）23-1000
●高鍋支店　　　　（0983）23-0740　 ●日向支店　　　　　  （0982）52-6131　 ●西都支店  （0983）43-1212
●高千穂支店　　　（0982）72-6111　 ●宮崎市役所出張所　  （0985）26-3906

ろうきんと宮崎県との融資制度
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投
資
と
い
う
と
、
よ
く「
結
局
は
運
次

第
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確

か
に
短
期
的
な
市
場
の
動
き
は
予
測
が

難
し
く
、
政
治
的
な
出
来
事
や
自
然
災

害
、
金
融
政
策
の
変
更
な
ど
、
私
た
ち

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
外
部
要
因

に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
短
期
間
で
の
投
資
成
果
は
運
の

要
素
が
大
き
く
影
響
し
、「
運
ゲ
ー
」
と

感
じ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
の
投
資
家
で
あ
っ
て
も
、
日
々
の

相
場
を
正
確
に
予
想
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
投
資
は
単
に「
運
だ
け
」
に

よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
的

に
見
れ
ば
、
運
の
影
響
は
あ
る
程
度
和

ら
ぎ
、
戦
略
や
仕
組
み
の
重
要
性
が
増

し
て
き
ま
す
。
分
散
投
資
や
ド
ル
コ
ス

ト
平
均
法
の
よ
う
な
方
法
を
使
い
、
時

間
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を

軽
減
し
、
安
定
し
た
資
産
形
成
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
伝
説
的
な
投
資
家

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
も
短
期
の

市
場
予
測
は
避
け
、
長
期
的
な
視
点
で

株
式
市
場
に
向
き
合
う
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
の
運
用
成
績
が
必
ず
し

も
市
場
平
均
を
上
回
れ
な
い
と
い
う
事

実
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
運
の
影
響
が

い
か
に
大
き
い
か
」
を
示
し
て
い
る
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
プ
ロ

に
は「
運
に
負
け
に
く
い
土
俵
」を
選
び
、

リ
ス
ク
管
理
や
コ
ス
ト
削
減
、
分
散
の

工
夫
を
駆
使
し
て
、
運
の
影
響
を
減
ら

す
技
術
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
個
人
投
資
家
も
、
こ
の「
運
の

影
響
を
減
ら
す
工
夫
」
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、
長
期

投
資
で
時
間
を
味
方
に
し
、
複
数
の
資

産
に
分
散
投
資
を
行
い
、
毎
月
定
額
を

積
み
立
て
る
こ
と
で
購
入
価
格
を
平
均

化
す
る
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
を
活
用
す

る
こ
と
。
ま
た
、
コ
ス
ト
の
低
い
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
ド（
市
場
に
連
動
し
た

成
果
を
目
指
す
投
資
信
託
）
を
選
ぶ
こ
と

や
、
自
分
の
リ
ス
ク
許
容
度
を
理
解
し

て
無
理
の
な
い
範
囲
で
投
資
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
を
持
つ
こ
と
で
、

運
の
悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
を
始
め

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
運
だ
け

に
頼
る
投
資
は
不
安
定
で
あ
り
、
何
と

な
く
買
っ
た
株
が
た
ま
た
ま
上
が
っ
た

と
い
っ
た
運
頼
み
の
投
資
で
は
、
継
続

的
に
資
産
を
増
や
す
の
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。

　

投
資
は「
運
だ
け
」
で
は
決
ま
ら
な
い

も
の
の
、
運
の
影
響
を
い
か
に
減
ら
し
、

安
定
的
な
リ
タ
ー
ン
を
目
指
す
か
が
成

功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

戦
略
と
仕
組
み
を
持
ち
、
長
期
的
に
継

続
で
き
る
投
資
を
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一
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¥39,000

¥19,000

¥9,000

被爆80周年（令和7年度）宮崎県原爆死没者慰霊祭を開催！！被爆80周年（令和7年度）宮崎県原爆死没者慰霊祭を開催！！
　２０２５年１０月１９日（日）１１時より、宮崎霊
園内の原爆死没者慰霊碑前において「被爆８０年（令和
７年度）宮崎県原爆死没者慰霊祭」が開催されました。
当日は晴天に恵まれ、河野宮崎県知事や山内参議院議
員、各政党の代表者等のご来賓、被爆体験を受け継ぐ
若者小学生から大学生まで約５０名が参加して行われ
ました。
　主催者挨拶の後、この１年間に亡くなられた被爆者
の方々の奉安者氏名が読み上げられ黙とうを捧げまし
た。原爆投下から８０年を迎え、被爆者の平均年齢は
８８歳を超え、原爆被害者の会の核廃絶に向けた活動
は年々難しくなっています。しかし、今、その被爆体
験を受け継いで核のない平和な社会を創ろうとする中
高生の取り組みが、県内に広がりつつあります。
　慰霊祭においても、４人の高校生が、被爆体験を
語り継ぎ、核兵器廃絶と平和な世界を実現するため
にこれからも活動を行っていくとの誓いが述べられ
ました。
　最後に、「微力だが無力ではない」の言葉とともに、
「原爆を許すまじ」を奉唱して慰霊祭を終了しました。

宮崎県知事

立憲民主党・山内参議院議員

ＨｕＲＰ（ハープ）の高校生

原水禁・松本議長

中央会・中原会長

宮崎霊園・西村理事長
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まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。　

慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
に
重
り
が
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仕
事

の
こ
と
、
将
来
の
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た

人
付
き
合
い
の
疲
れ
。
心
が
カ
チ
コ
チ
に

な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
誰
も
が
自
分
な
り

の「
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
」を
持
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
そ
の
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
温

泉
で
す
。

　
学
生
時
代
、
ス
ポ
ー
ツ
少
女
と
し
て
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
6
年
間
、
陸
上
競
技
3
年

間
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
走
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
少

し
で
も
早
く
走
り
た
い
と
、
日
々
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
元
来
、

ス
ポ
ー
ツ
好
き
と
い
う
の
も
あ
り
、
今
で

も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
気
分
転
換
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も

速
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
も
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
有
酸
素
運
動
で
す
。
会
話
で
き

る
余
裕
の
あ
る
ペ
ー
ス
が
目
安
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
体
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
走
る
こ
と
で
脳
内
に「
エ
ン
ド

ル
フ
ィ
ン
」と
い
う
物
質
が
分
泌
さ
れ
、
鎮

痛
効
果
と
幸
福
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

精
神
的
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
頭
の
中
に
あ
る
心

配
事
が
整
理
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
定
期
的
に
生
活
に
取
り

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
効
果
が
表
れ

た
の
は
慢
性
的
に
あ
っ
た
肩
こ
り
や
目
の

疲
れ
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
日
々
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
肩
こ
り

な
ど
に
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
ス
ス

メ
で
す
。

　
だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
り
、
温
泉
の
恋
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
都
城
地
域
は
車

で
１
時
間
程
度
の
と
こ
ろ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
温
泉
地
が
あ
り
、
気
軽
に
出
向
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
県
内
の
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、

霧
島
温
泉
、
日
当
山
温
泉
な
ど
特
色
の
異

な
る
温
泉
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
に
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な

ひ
っ
そ
り
と
し
た
温
泉
も
残
さ
れ
て
い
る

の
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
楽
し
み
も
醍

醐
味
の
一
つ
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
日
常
の
喧

騒
か
ら
離
れ
、
心
と
体
を
深
く
休
め
る
時

間
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
を
労
わ
る
大
切

な
行
為
で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
な
が
ら
、
自

分
自
身
の
癒
し
の
時
間
も
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　県では、就業を希望する女性（おおむね55歳未満）やシニア世代の方（おおむね55歳以上）を対
象に、次のような取組を通して、求職者の就職活動及び事業所の人材確保をサポートしています。
【取組内容】  ①求職活動の相談、②求職活動セミナー、③就職面談会、④職場見学会・職場体験、
　　　　　  ⑤多様な働き方の求人開拓、⑥求人アドバイス、⑦雇用環境改善提案、⑧求人・求職マッチング
　女性とシニア世代の方向けの相談窓口をそれぞれ県内３ヵ所に設けており、相談は無料で行うことが
できます。

女性・シニア世代向けの就職相談窓口のご案内

検 索みやざき女性就業支援センター

みやざき女性就業支援センター

◆専用サイト◆◆予約・問合せ先◆

TEL：0985-41-8650

宮崎窓口 【場所】宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN）7階
【日時】月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  ９時～18時〈予約優先〉

延岡窓口 【場所】宮崎県延岡総合庁舎
【日時】毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  9時～17時〈要予約〉

都城窓口 【場所】都城市総合福祉会館２階
【日時】毎週火曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  9時～17時〈要予約〉

みやざきシニア就業支援センター

検 索みやざきシニア就業支援センター
◆専用サイト◆◆予約・問合せ先◆

TEL：0985-41-8652

宮崎窓口 【場所】宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN）３階
【日時】月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  ９時～18時〈要予約〉

延岡窓口 【場所】宮崎県延岡総合庁舎
【日時】毎週火曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  9時～17時〈要予約〉

都城窓口 【場所】都城市総合福祉会館２階
【日時】毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  9時～17時〈要予約〉

ライフサポートセンター都城
事務局長

飛松 裕美さん
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